
令和8年5月26日

令和７年度エリアリノベーション推進事業の実績報告
及び令和８年度の取組みについて

区民生活常任委員会

経済産業部商業課
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事業概要

エリアリノベーション推進事業の目的

事業の目的

事業の目的

⚫ 商店街を取り巻く環境変化（後継者不足、空き店舗
（シャッター店舗）増加、店舗の住宅化）に対応

⚫ 地域経済の持続可能性の向上と発展を図る

⚫ 地域主導による再活性化の手法を検証 → 他地域へ横展開

⚫ 民間主導の持続可能なまちづくりの実現

モデル地区の設定

⚫ 京王井の頭線「池ノ上駅」周辺をモデル地区として設定

⚫ 商業・住宅・教育が近接する多世代交流エリア

令和6年度：説明会や講演会、対話型ワークショップ（池ノ上トークサロン）を通じ、地域の現状把握や機運醸成を図る

令和7年度：機運醸成の段階から一歩進め、実践に向けた基盤整備を開始（新たな担い手の発掘・育成、多様な主体の関係性）

「エリアリノベーション」とは……
民間主導の官民連携によって、エリアの特徴を丁寧に紐解き、まちに潜在する社会資源（空き店舗や空き家、公共施設・公共空間、文化的資源、
人的資源など）を再発見・再解釈・再編集し、それらをフィールドとするイベント開催やコ ミュニティ活動などを通じて、エリアの魅力と価値を高め、地
域の経営課題を解決するまちづくりの手法

⚫ 令和6年度より地域主導による再活性化の手法を検証

⚫ 地域の強みと課題の可視化を実施
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地域分析

令和6年度で見えた地域（モデル地区）の強みと課題

令和6年度で見えた地域（モデル地区）の強みと課題

✓ 地域の強み
商業・住宅・教育の近接性

商業・住宅・教育の近接

池ノ上駅周辺は商業、住宅、教育施設が近接しており、
子どもを軸とした多世代交流が可能な環境

地域への愛着・関係資本

地域住民間の強い信頼関係と地域への愛着が根付いて
いる

子育て環境の充実

子どもを中心とした多世代交流が活発に行われる地域特性

地域の課題
構造的・継続的な問題

担い手不足

地域活動の担い手不足が顕在化し、活動の継続性に課題

団体間連携の深化が必要

地域活動団体間の連携には未だ伸びしろあり

店舗の住宅化
店舗の住宅化による商業機能の低下が進行中

空き店舗（シャッター店舗）の増加
後継者不足、事業承継の不全等を理由に、空き店舗
（シャッター店舗）が増加傾向
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令和7年度の取組方針

エリアリノベーション推進事業

令和7年度の取組方針（2つの軸）
令和6年度で明確になった地域の強みと課題を踏まえ、機運醸成の段階から一歩進め、実践に向けた基盤を整備する段階として位置付けた。

1 新たな担い手の発掘・育成
子育て層や新規出店者などを巻き込む

子育て層・若年層の発掘
これからのまちを支える存在に地域の魅力や背景を知ってもら
う

身近な関心から関与へ

身近な「関心」から「関与」へと繋げ、新たな担い手を育てる

主体的な意識の醸成
「消費者」としての関わりから「主体的な関与者」への意識変
容を促す

2 多様な主体の関係性構築
価値観の可視化と共有

多様な価値観の可視化

立場の異なる地域関係者が持つ想いや視点を見える化する

緩やかな繋がりの形成

個々の活動や価値観を尊重しながら共通のビジョンを通じて
連携

シビックプライドの醸成

地域に対する誇りや愛着、「関わっていこう」とする主体的な
意識を育む

軸1の実践 キッズトレジャーハンティング（令和7年8月） 軸2の実践 池ノ上MEET UP（令和7年12月～令和8年2月）
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令和7年度の実践

新たな担い手の発掘と育成

キッズトレジャーハンティング ダイジェスト動画を見る

実施概要・背景

地域活動への参加が限定的であった子育て世代や若年層に着目。子どもたちが地域を歩き、
商店や住民への聞き取りを行ない、まちの魅力を再発見するプログラムとして実施。

実施日時

令和7年8月8日(土)・8月9日(日)
両日とも9時～16時

実施場所

池之上青少年交流センター
池ノ上駅周辺エリア（3店舗協力）

メンター（専門家等）

・三浦 丈典 氏
スターパイロッツ 代表

・柿原 優紀 氏
tarakusa株式会社 代表取締役

・丑田 俊輔 氏
シェアビレッジ株式会社 代表取締役

参加者数

子ども：13名
保護者：5名（2日間の合計）
※その他、多数の地域関係者が協力

取組効果

子どもたちの
地域に対する関心の高まり

担い手となり得る層の
地域の関わりしろの広がり

地域に対する
主体的な意識への変容

商店街関係者

地域活動団体関係者
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令和7年度の実践
多様な主体の関係性構築

池ノ上MEET UP(ミートアップ)

実施概要

開催期間

令和7年12月10日（水）
～令和8年2月4日（水）全４回

開催場所

池之上青少年交流センター

主な参加者

商店街関係者 地域活動団体関係者 地権者

保護者層 若年層

目的・背景

地域の多様な主体の連携を促進するため、それぞれの立場や価値観
を共有し、地域の将来像を議論・検討するワークショップを実施。

第1～2回：ビジョン策定ワークショップ・コンセプトブック

第3～4回：日常における具体的かつ小さなアクションの検討

成果

① 池ノ上らしさや魅力・価値を伝える「コンセプトブック」を作成（別紙参照）

② 商店街や諸団体を繋ぎ協力体制を構築する「連携チーム」、

地域に滞在空間をつくる「公共空間活用戦略チーム」、

まちづくりを民間主導で継続させる「定例会チーム」に分かれて議論

③ 所属や立場を超えた自主的かつ継続的な定例会が発足するなど、
民間の自主的なまちづくりを後押し

参加者数（全4回開催）

第1回: 16名 第2回: 14名 第3回: 15名 第4回: 14名

ワークショップの様子ワークショップの様子
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令和7年度の実践

事業の振り返りと先進事例の共有

事業報告会及び講演会の実施

実施概要

実施日時

令和8年3月15日(日)
13時～15時

実施場所

池之上小学校すくすくルーム

参加者数

20名

講演者

高野 雄大 氏 尾山台商栄会商店街振興組合 理事長

杉本 浩一 氏 用賀商店街振興組合 副理事長

参加者の声

50代 商店街 当事者意識

2つの商店街の事例から、「内輪感を熟成する」「お客ではなく場の当事
者を増やす」など大事なキーワードを多く聞けたので、今後の参考にして
いきたい。

70代 他地域事例 連携

区内での他のまちの取り組みを知る事ができ参考になった。ミートアップ
には初めて参加させていただいたが、地域の方々の考えにも触れることが
でき、今後連携を考える参考となり有意義だった。

どう行動するべきか迷い道の途中でしたが、形として見えてきた気がいた
しました。新しい人との繋がりの糸が太くなってきたように思います。

60代 地域活動 連携

参加者の様子講演会の様子
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令和8年度の取組方針・内容

実践段階へ移行し、民間主導型のまちづくりを推進

令和8年度の取組方針

3つの基本方針

方針1

民間主導のエリアマネジメント実現に向けた
仕組みづくり

地域の担い手となる「家守組織」の育成・フォロー

方針2

実践型プログラム「リノベーションスクール」
の実施

空き店舗や公共空間を題材に地域活性化の事業
プランを作成

方針3

都心部特性を踏まえた「池ノ上モデル」の
構築

都心部特性を活かした地域活性化モデルの構築

主な取組内容

継続 遊休資産調査及び不動産等オーナーへのヒアリング

継続 新たな担い手となる地域人材の発掘（プレイヤー探し）

新規 民間主導型のまちづくりの仕組みづくりを見据えた「家守育成」※

新規 実践型プログラム「リノベーションスクール」※の実施

※「家守育成」
…リノベーションまちづくりの担い手となる「家守組織」
（エリアマネジメント団体）の育成、フォローを目的とし
たプログラム。

※「リノベーションスクール」
…実際の空き店舗や空きスペース等を題材に、地域
活性化の事業プランを作る実践型プログラム。

補足
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令和8年度の予算とスケジュール

予算とスケジュールの概要

令和8年度の予算とスケジュール

令和8年度予算
経費と特定財源の概要

経費（民間事業者への事業委託に係る経費）

12,717千円

特定財源（都補助）

6,358千円

東京都地域産業活力創出支援事業計画事業費補助金

区費負担

6,359千円

区の一般財源から支出

令和8年度のスケジュール
令和8年5月～令和9年3月の主な取組み

実施スケジュール 令和8年5月～令和9年3月

令和8年5月～

【家守育成】地域活動団体とのミーティング継続実施 進行中

団体間の連携を深め、街への関わりしろを拡大し、エリアマネジメントの基盤を構築

令和8年8月

【スクール】リノベーションスクール開始 予定

実在する空き店舗や空きスペース、公共空間等を題材とした実践型プログラム

令和9年2月

【スクール】リノベーションスクール終了 予定

事業プランの完成／小さな取組みの検討と実践（スモールアクション）

令和9年3月

令和8年度事業報告会及び講演会実施 予定

年度の取組みを振り返り、次年度以降の展望を共有
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今後の展望・3カ年の進捗イメージ

令和6年度から令和8年度までの事業展開と最終的な展望

今後の展望・3カ年の進捗イメージ

3カ年の進捗ロードマップ

令和6年度 完了

現状把握・機運醸成

池ノ上駅周辺をモデル地区に設定。地域の強み
と課題を明確化し、現状の把握や機運醸成を図
るため池ノ上トークサロンを実施した。

モデル地区設定
・池ノ上トークサロン実施

令和7年度

担い手育成・関係性構築

新たな担い手の発掘・育成と、多様な主体の関
係性構築を軸に基盤整備。キッズトレジャーハン
ティングと池ノ上MEET UPを実施し、実践に向
けた基盤を整備。

キッズトレジャーハンティング

・池ノ上MEET UP実施

令和8年度 進行中

実践と仕組み化

民間主導型のエリアマネジメントの仕組みづくりと
リノベーションスクールを実施。実践型プログラム
を通じて、地域活性化の事業プランの作成や、小
さな取組み（アクション）を試行する。

実践型プログラムの展開

最終的な展望

目標1

池ノ上モデルのプロセス・再現性を検証し、
区内他地域へ横展開

目標2

民間主導の持続可能なまちづくり（エリア
リノベーション）の定着

目標3

地域経済の持続可能性の向上と発展へ

完了
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別紙 池ノ上コンセプトブック
（令和7年度エリアリノベーション推進事業成果物）
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